
 

 

 

 

 
 
 

 
言葉は、考える力 想像する力 

感じたことを伝え表す力！ 
                               校長 松井 貴子 

 情報化社会の到来で「現代は言葉のインフレが起きていますよ。」と言われています。確

かにそうかもしれないと思いますが、だからと言って、コミュニケーションは豊かになっ

ているかと言われると必ずしもそうとは言えないと感じます。そしてコロナ禍、リアルで

の会話の体験はスペシャルで大事になっているように思います。 

日本には昔コミュニケーションという和語が存在せず、長く「伝達」と訳されていたそ

うで、「学問のすすめ」で有名な福澤諭吉は「人間交際」と訳していたそうです。日本人の

従来のコミュニケーションに関する特性として、ことさら言葉に出さなくても相手に通じ

るはずという態度、そして、「話せば分かる」という認識がありました。 

しかし、情報化、国際化、価値観の多様化、グローバル化が急速にすすんでいる今、一

方的な「伝達」から双方向の伝え合いの対話であるコミュニケーション能力を身に付ける

必要があります。情報を正確に理解した上で相手の表現の意図や背景を推論し、根拠を挙

げて自分の考えを述べ、話し合って解決する「言葉の力」が重要です。 

コミュニケーションの不足で悲しい事件が起きています。人間は言葉で考えます。感情

は身体に表れます。自分の感情のコントロールができず折り合いが付けられないとき、誰

かに相談し、より健康的な状態に自己調整していく必要があります。心や身体の健康維持

促進のためにも、社会全体で「言葉の力」を向上させたいものです。 

本校では「言葉の力」を身に付け、自ら考え判断し行動するように、学校教育の様々な

活動場面で保護者や関係機関の皆様と取り組んでおります。 

ふれあい月間には読書を通しての交流を行いました。6 年生の児童一人一人が選書した

絵本を 1 年生に読み聞かせする、１・６年生ペアでの「読み聞かせひろば」です。熱心に

耳を傾けている1年生の姿と心を込めて読み聞かせをする6年生の様子、本を媒介とした

双方向のコミュニケーションが教室全体に広がって、味わいのある学びの空間となってい

ました。6 年生は卒業まで後 4 ヶ月。下級生のよき先輩としての活躍がますます楽しみで

す。 

「校長先生、この本はとても面白いの。」女の子に本を薦められ手に取ってみると『ルル

とララの～』シリーズでした。保護者の方によると、大北小の図書コラボ給食メニューに

載っていたと説明してくださいました。給食図書コラボでも、本を介して話が弾みました。 

図書委員会の児童が心を込めて丁寧に作成したお薦めの本のポスターも貼りだされてお

り、下の学年の子供たちが熱心に読んでいます。教室の廊下の壁には、心に残った本の紹

介の言葉が一人一人よく考えられており、作品を通してのコミュニケーションを深める学

習が展開されています。12月の学校公開では、教室や廊下の掲示を是非ともご覧ください。 

また、児童会では、ユニセフ募金に取り組みました。世界では、安全な水を飲める国は

わずかです。予防接種を受けたり、医療にかかったりすること、教育を受けることが保障

され、自由に本が読め、世界中の情報から学べる国はまだ限られています。本に学び、他

者から学び、誰もが自らの夢をもち、笑顔で挑戦できる心豊かな世界を広げていきたいも

のです。 

元気に挨拶 笑顔で挑戦 夢が広がる大北小 
１２月号 

令和３年 １１月 ３０日 

練馬区立大泉北小学校 

校 長  松 井  貴 子 

http://www.ooizumi-n-e.nerima-tky.ed.jp/ 



 

下田海中水族館の前にて 

                              

6 年学年主任  

松本 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

6年生 下田移動教室 

 

ベルデ下田食堂にて 

 

伊豆シャボテン動物公園高台より富士山を眺める子供たち 

 

開校式 ベルデ下田 

 

伊豆の海教室 ベルデ下田集会室にて 

6年生は、10月 28日（木）から1泊2日で

静岡県下田市に移動教室に行ってきました。当初

は、2泊3日の予定でしたが、感染状況により日

程の再調整がなされ、1泊での開催となりました。

しかし、6年生にとっては最初で最後の移動教室。

子供たちは、何が何でも充実した2日間にして楽

しい思い出を作りたいとの思いから、非常に短い

期間にも関わらず入念な準備を行いました。6年

生の保護者の皆様にも様々なご対応とご協力を

いただきました。ありがとうございました。その

甲斐あって２日とも晴天に恵まれ、予定通りの活

動を行うことができました。バスの車内では、レ

ク係が工夫を重ねて製作した動画や体育学習発

表会の動画を見たり、ガイドさんのお話を聞いた

りして過ごしました。見学先では、ショーを見た

り、動物たちを間近で観察したりして、海の生き

物と陸上の生き物の両方の生態について楽しく

学ぶことができました。更に、公共の場所でのマ

ナーについて学び、宿泊先のベルデ下田では集団

生活の楽しさと難しさについて実感しました。そ

して、コロナ禍でも実施できたことへの感謝の気

持ちを抱いて過ごしました。この貴重な体験は、

今後の校内外の生活に大きく役立っていくはず

です。どうぞ今後の6年生に注目してください。 
 

 



                               

５年学年主任 

                    武田 理史 

 

 5 年生は、家庭科「食べて元気！ごはんとみそ汁」という単元で、本校の山本栄養士と

担任が協働し、オリジナルのみそ汁を考える授業を行いました。この単元では、ごはんの炊

き方やみそ汁の作り方、５大栄養素とその働きを知り、最後に「家族が喜ぶみそ汁」を考える活動

をしました。 

 本校ではコロナ禍で調理実習は見合わせておりますが、体験的な活動を取り入れるよう計画し、

事前に給食のだしを卸してくださっている会社の方をゲストティーチャーとして招き、出汁につい

て教えていただく機会を設けました。その授業では昆布、煮干し、鰹節の三つの出汁の香りを比べ、

特徴や好みについて話し合いました。そして、その日の給食時に出汁入りのみそ汁と出汁無しのみ

そ汁の飲み比べを行い、違いを体験することが出来ました。 

 学習やこうした体験をふまえ、子供たちはオリジナ

ルの「家族が喜ぶみそ汁」を考えました。山本栄養士

からアドバイスを受けながら、家族の好みだけでなく、

栄養や見た目にも気を付け、出汁、みそ、具材を組み

合わせました。 

 今回考えたみそ汁は、冬休みの宿題で、実際に家庭

で作る予定です。自分で考え、自分で作ったみそ汁、

特別な味がしそうですね。作った感想を聞くのが、と

ても楽しみです。 

 

 

                                      特別活動 

                                   野﨑 麗 

 

 

 感染症対策のため、通常のけやき班活動が実施できない中で、読書旬間とコラボして、

ペア学年で読書を通じて交流をしました。 

１・６年生ペアは「読み聞かせひろば」として、6年生が1年生に読み聞かせをする活

動を行いました。6年生は1年生が楽しめるように工夫して読み聞かせをしており、1年

生はそんな6年生の読み聞かせをじっくりと聞き、楽しんでいました。 

２・４年、３・５年ペアは「本のおすすめ郵便局」として、ペア学年でお互いにおすす

めの本について葉書を書き、交流する活動を行いました。送った葉書に返事が来るのが待

ち遠しい様子の児童がたくさん見られ、充実したけやき班活動となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 年生  

けやき班活動 読書旬間コラボ  

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 水 けやき班（１・６年） 

2 木 朝学習  社会科見学４年 

3 金 安全指導       美化週間終 

4 土  

5 日  

6 月 全校朝会（校庭） 委員会 

7 火 朝学習 社会科見学５年 

8 水 

保健委員会発表  

色覚検査４年（希望者） 

４時間授業（研究会のため） 

9 木 朝学習 避難訓練 

10 金 
朝学習 連合音楽鑑賞教室６年 

☆口座引き落とし日 

11 土 
土曜授業 

道徳授業地区公開講座 

12 日  

13 月 全校朝会（リモート） クラブ 

14 火 朝学習 社会科見学３年  

15 水 けやき班（３・５年） 

16 木 朝学習  

17 金 朝学習 第２回学校評議員会   

18 土  

19 日  

20 月 全校朝会（リモート）  

21 火 ５時間授業 

22 水 けやき班（２・４年） 

23 木 朝学習 ５時間授業 

24 金 終業式 給食終 ４時間授業 

25 土  

26   日 冬季休業日始 

27 月  

28 火  

29 水  

30 木  

31 金  

☆１２/２９～１/３は機械警備となります。 

学校敷地内へは入れません。 

☆１/４は学校閉校日です。 

☆３学期始業式 

１月８日（土）３時間授業 給食なし 

☆給食は１／１１（火）から始まります。 

 

美化週間の取り組みについて 

        生活指導 大前 敬子 

１１月２９（月）～１２月３日（金） 

今年度は感染予防のため、例年全校で行っ

ている校庭や歩道の落ち葉拾いやごみ拾い

は、５・６年生のみが各クラスで実施します。

他の学年は、身の回りの美化活動に取り組

み、勤労や奉仕の気持ちを養ってほしいと思

います。 

期間中、毎日自分のお道具箱やロッカーを

整理整頓すること、消しゴムのかすを集めて

ゴミ箱に捨てること、机の下のゴミ拾い等に

取り組みます。 

ご家庭でも家の掃除のお手伝いなどに取

り組ませていただければと思います。 

 

 

 

持久走の取組について 
体育的行事 山口 竜也 

大北小では例年、冬の体力作りの一環とし
て持久走に取り組んでいます。昨年度同様、
持久走については、学年に応じ、時間や距離
を決めて、自分のペースで最後まで走り抜く
ことを目標に、体育の学習の中で取り組みま
す。冬の体力作りとしては、体育での持久走
の取組とともに、なわとびを中心に行ってい
く予定です。ご理解ご協力をよろしくお願い
いたします。 

 

道徳授業地区公開講座 
 

道徳担当 山西 香織 
 １１日（土）に道徳授業地区公開講座が行
われます。この講座は、学校における道徳教
育の在り方や連携について、理解を深めるこ
とをねらいとしています。 

１組１校時、２組２校時、３組３校時の公
開となります。また、感染予防対策のため、
参観は各家庭お一人とさせていただきます。 

道徳の時間は、学校で行われる全ての道徳
教育の要の時間です。当日はぜひ子供たちの
授業の様子をご覧いただき、ご家庭でも親子
で一緒に道徳について考える機会にしてい
ただきたいと考えています。 
来校に際しては、事前に配布します「健康

チェックカード」をご持参の上、マスクの着
用・手指の消毒を徹底し、体調が悪い場合の
来校はご遠慮ください。ご理解ご協力をよろ
しくお願いいたします。 


